
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
広
告
業
界
や
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
観
光
産
業
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
シ
ン
ク
タ
ン
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
ク
な
ど
、
さ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
ま
ざ
ま
な
分
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
野
で
の
活
躍
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
が
可
能
。
幅
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
広
い
応
用
力
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
を
身
に
付
け
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興
に
貢
献
す
る
人
材
育
�

成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
領
域
は
、
地
域
福
祉
、
�

児
童
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
等
に
加
え
、
少
子
�

高
齢
化
が
も
た
ら
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
の
�

新
た
な
課
題
も
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
ま
�

た
本
学
の
特
徴
的
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
、
�

犯
罪
や
災
害
被
害
者
等
の
支
援
・
ケ
ア
に
も
�

臨
床
心
理
学
の
視
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
。
広
�

義
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
理
論
の
確
立
と
あ
�

わ
せ
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
介
護
、
コ
ー
デ
ィ
�

ネ
ー
ト
と
い
っ
た
実
践
力
の
育
成
に
も
力
を
�

注
ぐ
。
�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
�

は
、
学
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
�

ア
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

生
涯
学
習
コ
ー
ス
を
融
合
さ
せ
た
、
生
涯
学
�

習
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
コ
ミ
ュ
�

ニ
テ
ィ
活
動
全
般
を
研
究
対
象
と
す
る
領
域
�

で
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を
体
系
的
に
教
育
�

研
究
す
る
。
学
習
と
自
己
形
成
を
キ
ー
ワ
ー
�

ド
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
課
題
解
決
に
�

向
け
た
実
践
活
動
を
推
進
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
�

ト
能
力
を
身
に
付
け
た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
養
�

成
を
目
指
す
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
領
域
で
�

あ
る
。
�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
�

域
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�

が
活
動
と
い
う
方
法
論
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
�

る
の
と
同
様
に
、
政
策
と
い
う
方
法
論
か
ら
�

問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
特
徴
。
市
民
と
行
�

政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
共
生
可
能
な
ラ
�

イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
現
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
�

ィ
が
抱
え
る
問
題
に
政
策
レ
ベ
ル
か
ら
コ
ミ
�

ッ
ト
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
。
本
大
学
院
�

は
本
学
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
他
大
学
や
社
会
�

人
も
対
象
と
し
て
お
り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
�

大
学
院
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。
�

第1領域�

ミュージアム・�
マネジメント領域�

第4領域�

コミュニティ政策�
マネジメント領域�
生活者の満足をテーマに�

市民参画による政策決定を促進�

持続可能な社会を実現する�
地域創造の担い手を養成�

第2領域�

コミュニティ�
福祉領域�

利用者ニーズと地域性を念頭に�
ノーマライゼーションを構築�

臨床心理学の見地にも踏み込み�
支援・ケアの実践力を養う�

コミュニティ活動�
マネジメント領域�

生涯学習、ボランティア、ＮＰＯなど�
地域活動の専門家を養成�

実情に即した活動に生かすため�
地域の歴史・特性をも考察�

第3領域�

コミュニティ振興学研究科�

美学　経営学　政治学　行政学�
政策科学　経済学　都市学　歴史学�

社会学　未来学　文化学　コミュニケーション学　情報学　工学�
教育学　医学　心理学　福祉学　環境学�
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次
世
代
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
！�

�

常磐大学・常磐短期大学�
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盗人とはかけ離れた可愛い花の植物�◎シリーズ31

の

　
萩
（
ハ
ギ
）
と
い
う
と
秋
を
連
�

想
す
る
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
�

ん
が
、
こ
の
「
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
」
が
�

花
を
咲
か
せ
る
の
は
七
月
か
ら
九
�

月
。
全
国
に
分
布
し
、
五
ミ
リ
程
�

度
の
小
さ
な
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
花
�

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
�

　
な
ぜ
「
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
」
と
い
う
�

名
前
が
付
い
た
の
か
と
い
う
と
、
�

そ
れ
は
果
実
の
形
状
に
あ
り
ま
す
。
�

　
こ
の
植
物
は
、
秋
に
な
る
と
種
�

子
を
二
つ
持
つ
マ
メ
科
特
有
の
サ
�

ヤ
状
の
果
実
を
作
り
ま
す
。
そ
の
�

サ
ヤ
状
の
果
実
が
「
盗
人
の
足
跡
」
�

に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
の
が
一
�

説
で
す
。
確
か
に
半
月
の
形
を
し
�

て
い
る
の
で
、
足
袋
を
履
い
た
昔
�

の
盗
人
の
足
跡
の
よ
う
に
も
見
え
�

ま
す
ね
。
ま
た
、
こ
の
果
実
の
表
�

面
に
は
細
か
い
カ
ギ
状
の
毛
が
生
�

え
て
お
り
、
人
の
服
や
動
物
の
身
�

体
に
付
着
し
運
ば
れ
る
こ
と
も
特
�

徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
�

　
紫
色
を
帯
び
た
茎
は
、
上
部
で
�

枝
分
か
れ
し
て
高
さ
約
一
メ
ー
ト
�

ル
に
生
長
し
ま
す
。
葉
は
三
角
形
�

を
な
す
よ
う
に
付
い
て
お
り
、
小
�

葉
は
卵
型
で
細
か
な
毛
が
生
え
て
�

い
ま
す
。
日
当
た
り
の
い
い
場
所
�

を
好
み
ま
す
が
、
雑
木
林
な
ど
に
�

も
生
息
す
る
「
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
」。�

あ
ま
り
注
目
は
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
�

本
学
の
Ｍ
棟
脇
の
雑
木
林
で
も
見
�

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
一
度
、
�

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
�

�������　
　
　
磐
大
学
は
平
成
十
二
年
に
「
コ
ミ
ュ
�

　
　
　
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
」
を
設
置
し
、
文
�

化
、
環
境
、
福
祉
な
ど
現
代
社
会
に
内
在
す
�

る
問
題
を
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
解
�

決
す
る
人
材
を
養
成
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
�

こ
の
四
年
間
に
わ
た
る
教
育
研
究
成
果
を
基
�

礎
と
し
て
高
度
に
発
展
さ
せ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
�

テ
ィ
振
興
学
研
究
科
（
認
可
申
請
中
）」
が
、
�

平
成
十
六
年
四
月
、
大
学
院
で
ス
タ
ー
ト
す
�

る
こ
と
と
な
っ
た
。
�

　
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
研
究
科
で
は
�

文
化
、
教
育
、
生
活
、
環
境
、
福
祉
、
サ
ー
ビ
�

ス
、
政
策
な
ど
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
す
�

べ
て
の
要
素
が
研
究
対
象
。
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉
」「
コ
�

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
コ
ミ
ュ
�

ニ
テ
ィ
政
策
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
四
領
域
か
�

ら
、
市
民
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
、
各
�

分
野
に
欠
か
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
理
論
と
�

実
践
力
の
習
得
を
目
的
と
し
て
い
る
。
�

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
は
�

全
国
の
大
学
院
で
本
学
だ
け
の
設
置
と
な
る
�

画
期
的
な
研
究
分
野
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
�

化
の
核
と
な
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
企
画
・
運
�

営
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
市
づ
く
り
な
ど
の
ス
�

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
養
成
す
る
。
ま
た
、
学
内
�

に
開
設
さ
れ
た
博
物
館
学
博
物
館
や
博
物
館
�

に
関
す
る
膨
大
な
図
書
資
料
を
活
用
し
て
ミ
�

ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
学
問
的
体
系
�

化
の
確
立
を
図
る
。
指
導
す
る
教
授
陣
、
研
�

究
内
容
な
ど
の
充
実
振
り
も
全
国
で
ト
ッ
プ
�

レ
ベ
ル
だ
。
将
来
的
に
は
博
物
館
に
限
ら
ず
、
�

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
デ
パ
ー
ト
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
�

�

教育・文化・観光・産業の拠点�
ミュージアムの可能性を追究�

テーマパークやデパートの�
ディスプレイエキスパート、�
シンクタンク研究員などを養成�

コミュニティ振興学部棟1号館�
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������������　
　
　
職
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
企
業
研
�

　
　
　
究
を
実
践
す
る
『
仕
事
発
見
バ
ス
ツ
�

ア
ー
』
が
就
職
部
の
主
催
で
九
月
五
日
に
実
�

施
さ
れ
た
。
見
学
先
は
『
住
友
金
属
・
鹿
島
�

製
鉄
所
』
と
千
葉
県
銚
子
市
の
『
ヤ
マ
サ
醤
�

油
』。
就
職
活
動
に
は
若
干
早
い
時
期
に
も
�

関
わ
ら
ず
意
欲
的
な
二
十
四
名
の
学
生
が
参
�

加
し
、
夏
の
一
日
を
有
意
義
に
活
用
し
た
。
�

8
時
00
分
 ●
最
初
の
目
的
地
は
『
住
友
金
�

属
・
鹿
島
製
鉄
所
』。
到
着
ま
で
は
約
一
時
�

間
半
の
道
の
り
だ
。
車
中
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
�

ー
と
し
て
同
行
し
た
日
経
就
職
ガ
イ
ド
の
木
�

村
さ
ん
が
就
職
活
動
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
�

を
行
っ
た
。
内
容
は
、
ま
ず『
内
定
者
た
ち
が
�

語
る
、
二
〇
〇
二
年
就
職
戦
線
』と
い
う
約
十
�

五
分
間
の
ビ
デ
オ
を
観
賞
。
こ
れ
は
、
都
内
�

の
有
名
大
学
に
通
う
学
生
八
人
の
座
談
会
で
、
�

自
分
た
ち
の
就
職
活
動
を
振
り
返
っ
て
感
想
�

を
語
り
合
う
も
の
。
観
賞
後
に
は
専
門
的
な
�

視
点
か
ら
解
説
が
行
わ
れ
、
優
秀
な
人
材
を
�

厳
選
す
る
企
業
の
採
用
傾
向
や
、
就
職
活
動
�

の
早
期
化
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
�

������������生
全
員
に
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
、
今
�

日
の
見
学
ポ
イ
ン
ト
や
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
見
�

学
に
臨
む
際
の
視
点
を
記
入
。
テ
ー
マ
を
持
�

っ
た
活
動
を
実
践
す
る
た
め
の
試
み
だ
。
�

10
時
30
分
 ●
い
よ
い
よ
『
住
友
金
属
・
鹿
�

島
製
鉄
所
』
に
到
着
。
予
定
よ
り
早
く
着
い
�

た
た
め
、
構
内
に
設
置
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

ホ
ー
ル
一
階
で
展
示
物
を
見
学
。
次
に
同
ホ
�

ー
ル
の
二
階
で
『
住
友
金
属
・
鹿
島
製
鉄
所
』
�

に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。
就
職
活
動
�

の
一
環
と
し
て
の
見
学
と
い
う
こ
と
で
、
特
�

別
に
最
近
の
総
合
職
で
の
採
用
状
況
な
ど
も
�

説
明
し
て
い
た
だ
き
工
場
見
学
へ
。
見
学
し
�

た
施
設
は
『
熱
延
工
場
』
と
『
第
二
薄
板
工
�

場
』。
ど
ち
ら
も
鉄
を
板
状
に
延
ば
す
工
程
�

だ
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
に
溶
解
し
た
鉄
に
、
学
�

生
た
ち
は
圧
倒
さ
れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。
�

ま
た
構
内
に
は
、
鉄
道
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
�

ド
、
さ
ら
に
消
防
署
ま
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、
�

ま
さ
に
一
つ
の
ま
ち
を
形
成
。
通
常
、
な
か
�

な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
光
景
に
、
学
生
�

た
ち
は
目
を
奪
わ
れ
て
い
た
。
�

12
時
00
分
 ●
一
カ
所
目
の
見
学
を
終
え
、
�

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
。
快
晴
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
�

途
中
、
鹿
島
港
近
く
の
港
公
園
に
立
ち
寄
っ
�

て
の
昼
食
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
時
に
出
発
�

し
、
バ
ス
は
二
カ
所
目
の
見
学
地
『
ヤ
マ
サ
�

醤
油
』
へ
と
向
か
っ
た
。
�

13
時
45
分
 ●
『
ヤ
マ
サ
醤
油
』
到
着
。
江
�

戸
時
代
の
創
業
と
い
う
歴
史
を
感
じ
る
展
示
�

物
を
見
学
し
た
後
、
醤
油
の
歴
史
や
『
ヤ
マ
�

サ
醤
油
』
に
つ
い
て
の
解
説
を
受
け
る
。
次
�

に
醤
油
の
製
法
な
ど
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
�

観
賞
し
、
醤
油
製
造
工
場
の
見
学
と
な
っ
た
。
�

最
初
に
移
動
し
た
の
は
『
仕
込
蔵
』。
今
年
の
�

五
月
と
六
月
に
仕
込
ま
れ
た
『
も
ろ
み
』
を
�

見
た
後
、
最
終
工
程
の
『
詰
工
場
』
へ
。
こ
�

こ
で
は
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
醤
油
が
ボ
ト
ル
�

に
詰
め
ら
れ
、
ラ
ベ
ル
貼
り
、
そ
し
て
箱
詰
�

め
ま
で
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
内
に
出
荷
さ
�

れ
る
醤
油
は
す
べ
て
こ
こ
で
製
造
さ
れ
る
と
�

い
う
こ
と
だ
。
こ
の
最
新
の
Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
ク
�

ト
リ
ー
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
導
入
し
た
�

施
設
見
学
を
最
後
に
、
す
べ
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
�

ー
ル
を
終
了
。
一
同
、
帰
途
に
着
い
た
。
�

　
帰
り
の
バ
ス
で
は
日
経
就
職
ガ
イ
ド
の
木
�

村
さ
ん
が
、
二
つ
の
工
場
の
見
学
ラ
イ
ン
に
�

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
。
『
住
友
金
属
・
鹿
島
�

製
鉄
所
』
で
は
実
際
に
稼
働
す
る
ラ
イ
ン
を
�

見
学
し
た
の
に
対
し
、
食
品
の
衛
生
面
を
考
�

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
『
ヤ
マ
サ
醤
油
』
は
、
�

見
学
用
の
コ
ー
ス
だ
と
推
測
。
社
会
シ
ス
テ
�

ム
の
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
勉
強
す
る
、
良
い
機
�

会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
�

　
見
学
に
参
加
し
た
人
間
科
学
部
・
人
間
関
�

係
学
科
三
年
の
大
武
洋
美
さ
ん
は
「
実
際
に
�

働
い
て
い
る
人
の
お
話
も
伺
い
た
か
っ
た
で
�

す
ね
。
会
社
の
一
部
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
�

の
が
残
念
で
す
」
と
、
若
干
物
足
り
な
さ
を
�

感
じ
た
よ
う
だ
。
ま
た
国
際
学
部
・
国
際
協
�

力
学
科
三
年
の
本
橋
京
子
さ
ん
は
「
も
っ
と
�

作
業
し
て
い
る
人
が
多
い
の
か
と
思
っ
て
い
�

ま
し
た
が
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
ま
�

し
た
。
自
分
が
希
望
す
る
業
種
も
、
実
際
に
�

見
て
調
べ
よ
う
と
思
っ
て
ま
す
」
と
、
今
後
�

の
自
分
の
就
職
活
動
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
工
�

場
見
学
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
�

�

（2）�

鹿島製鉄所の模型に学生たちは興味津々。�
�

見学前に、企業概要などの説明を受ける。�
�

工場内ではヘルメットや上着などを着用。�
�

好天に恵まれ、楽しいランチタイムに！�
�

「プロジェクトX」で企業の在り方を研究。�
�ヤマサ醤油が所有する蒸気ポンプ消防車。�

ヤマサ醤油の歴史について説明を受ける。�
�見学用施設の充実も企業の特徴のひとつ。�

�

就職活動の傾向と対策を徹底研究！�
�

採用する企業側の視�
点もレクチャーされ、�
学生たちも真剣！�
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�����た
の
で
、
化
粧
品
業
界
に
目
を
向
け
ま
し
た
。
�

で
す
が
、
す
で
に
一
月
も
終
わ
り
に
近
づ
い
�

て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
エ
ン
ト
リ
ー
�

で
き
る
会
社
を
探
し
て
も
、
申
し
込
み
を
打
�

ち
切
っ
て
い
る
所
が
結
構
あ
り
ま
し
た
ね
。
�

　
二
月
に
な
る
と
、
地
元
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
�

が
開
催
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
ち
ら
に
も
参
�

加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
茨
城
の
企
業
に
も
�

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
結
局
応
募
し
た
�

の
は
十
社
ほ
ど
で
す
。
�

�����し
ま
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
、
�

就
職
課
で
「
視
野
を
広
げ
て
金
融
も
受
け
て
�

み
て
は
」
と
勧
め
ら
れ
、
県
内
の
銀
行
系
へ
�

エ
ン
ト
リ
ー
を
始
め
た
ん
で
す
。
�

　
い
ま
思
え
ば
、
こ
の
金
融
系
へ
の
エ
ン
ト
�

リ
ー
が
大
正
解
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
後
、
約
二
�

週
間
で
最
初
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
十
社
�

に
連
続
で
落
ち
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
最
終
�

選
考
ま
で
残
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
の
に
、
�

も
う
嫌
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
「
就
職
で
�

�����商
事
」
の
一
次
選
考
は
四
月
十
六
日
。
履
歴
�

書
か
ら
質
問
さ
れ
る
面
接
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
�

終
わ
っ
た
と
き
に
は
「
も
う
ダ
メ
だ
！
」
っ
�

て
落
ち
込
ん
じ
ゃ
っ
て
…
。
と
い
う
の
も
、
�

質
問
内
容
が
高
校
時
代
の
こ
と
に
集
中
し
て
�

い
た
ん
で
す
。
私
は
大
学
時
代
の
こ
と
に
は
�

自
信
が
あ
る
ん
で
す
が
、
高
校
の
頃
は
、
人
�

に
話
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
や
っ
て
い
な
�

か
っ
た
。
ま
さ
に
裏
を
か
か
れ
た
感
じ
で
し
�

た
。
で
も
何
と
か
一
次
を
通
過
し
て
今
度
は
�

　「
村
田
製
作
所
」
と
の
出
会
い
は
、
か
な
�

り
遅
い
方
で
六
月
上
旬
。
就
職
課
の
勧
め
で
、
�

ま
ず
は
試
験
だ
け
で
も
…
と
い
う
感
覚
で
し
�

た
。
こ
ち
ら
に
も
、
か
な
り
の
人
が
来
て
い
�

て
水
戸
営
業
所
の
採
用
枠
は
な
ん
と
一
名
。
�

何
百
分
の
一
と
い
う
確
率
だ
っ
た
の
で
、
正
�

直
な
と
こ
ろ
「
無
理
だ
ろ
う
な
ぁ
」
っ
て
思
�

っ
て
ま
し
た（
笑
）。�

　
一
次
試
験
は
漢
字
や
暗
算
な
ど
の
簡
単
な
�

能
力
検
査
で
、
二
次
試
験
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
�

ク
。
最
終
と
な
っ
た
三
次
試
験
の
面
接
で
は
、
�

志
望
動
機
や
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
な
ど
を
聞
か
�

れ
ま
し
た
。
一
番
困
っ
た
の
は
「
ほ
か
に
動
�

い
て
い
る
企
業
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
�

も
の
。
実
は
そ
の
頃
、
化
粧
品
会
社
「
資
生
�

�筆
記
を
含
ん
だ
二
次
選
考
。
筆
記
は
ま
っ
た
�

く
ダ
メ
で
し
た
が
、
面
接
は
ラ
ッ
キ
ー
で
し
�

た
ね
。
二
人
い
た
面
接
官
の
一
人
は
初
対
面
�

じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
私
は
以
前
、
「
常
�

磐
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
企
業
と
の
合
同
プ
ロ
ジ
�

ェ
ク
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
こ
と
�

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
お
会
い
し
�

た
の
が
そ
の
面
接
官
。
そ
の
方
も
私
の
こ
と
�

を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
�

後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
な
ど
、
か
な
り
�

詳
し
い
内
容
ま
で
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
�

ま
し
た
。
学
生
は
私
一
人
な
の
に
面
接
時
間
�

は
四
十
分
。
ゼ
ミ
を
や
っ
て
て
本
当
に
良
か
�

っ
た
っ
て
思
い
ま
し
た（
笑
）。�

　
そ
し
て
六
月
六
日
に
最
終
選
考
。
こ
こ
で
�

今
ま
で
の
面
接
と
は
違
っ
て
開
き
直
っ
て
ま
�

し
た
。
一
緒
に
面
接
を
受
け
た
二
人
の
方
も
�

面
白
く
て
、
三
人
で
笑
い
を
と
っ
て
ま
し
た
�

ね（
笑
）。
で
も
、
そ
の
三
人
全
員
が
合
格
し
�

た
の
で
、
気
楽
に
臨
ん
だ
の
が
結
果
と
し
て
�

プ
ラ
ス
に
出
た
み
た
い
で
す
。
�

　
私
は
県
内
の
合
同
説
明
会
に
で
き
る
だ
け
�

参
加
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
も
早
�

い
時
期
に
参
加
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
�

一
月
頃
か
ら
は
よ
り
多
く
の
会
社
に
エ
ン
ト
�

リ
ー
し
て
い
っ
て「
落
ち
て
も
次
が
あ
る
！
」�

と
思
う
こ
と
。
ダ
メ
で
も
落
ち
込
ん
で
い
な
�

い
で
、
次
へ
行
く
た
め
の
切
り
替
え
を
す
る
�

こ
と
が
大
切
な
ん
で
す
。
辛
い
時
期
も
あ
り
�

ま
す
が
、
頑
張
っ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
！
�

�
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日本の景気は緩やかに上昇していると言うが、まだまだ就職難は続いている。�

しかし、企業が優秀な人材を必要としていることも事実。�

効果的な就職活動を行えば、必ず自己実現のチャンスは巡ってくる。�

就職戦線に勝利した先輩たちのメッセージから、キミも成功の秘訣を学び取ろう！�

�
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part.1

���　
　
　
が
本
格
的
に
活
動
を
始
め
た
の
は
三
�

　
　
　
年
の
一
月
下
旬
。
東
京
で
開
催
さ
れ
�

た
日
経
就
職
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
ん
で
�

す
。
さ
す
が
に
都
内
の
学
生
は
茨
城
よ
り
も
�

動
き
が
早
く
、
当
日
も
た
く
さ
ん
の
人
が
真
�

剣
な
ま
な
ざ
し
で
メ
モ
を
取
る
姿
が
目
立
っ
�

て
い
ま
し
た
ね
。
皆
、
必
死
と
い
う
感
じ
で
�

し
た
。
ま
た
、
企
業
の
ブ
ー
ス
を
訪
ね
て
話
�

を
聞
く
の
も
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
、
改
め
�

て
「
自
分
も
が
ん
ば
ら
な
く
ち
ゃ
」
と
い
う
�

意
識
に
変
わ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
�

　
当
初
、
興
味
が
あ
っ
た
の
が
接
客
業
だ
っ
�

私�

早
め
の
対
策
が
、
悔
い
の
な
い
就
職
活
動
の
カ
ギ
。
�

堂
」
か
ら
の
最
終
面
接
の
結
果
を
待
っ
て
い
�

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
す
。
何
て
答
え
れ
ば
�

良
い
の
か
迷
い
ま
し
た
が
ウ
ソ
を
つ
く
わ
け
�

に
は
い
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
正
直
に
答
え
て
理
�

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
最
終
的
に
は
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
�

き
ま
し
た
が
、
や
は
り
三
年
生
の
夏
頃
か
ら
�

少
し
ず
つ
準
備
を
し
て
お
け
ば
、
も
う
少
し
�

た
く
さ
ん
の
企
業
へ
の
対
策
が
で
き
た
の
で
�

は
、
と
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
�

会
社
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
り
、
面
接
で
も
し
�

っ
か
り
と
し
た
受
け
答
え
を
す
る
た
め
に
も
�

皆
さ
ん
も
今
の
う
ち
か
ら
就
職
ジ
ャ
ー
ナ
ル
�

の
よ
う
な
本
や
雑
誌
で
企
業
研
究
を
す
る
こ
�

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
�

���　
　
　
ミ
の
先
輩
か
ら
「
就
職
活
動
は
早
く
�

　
　
　
始
め
た
も
の
勝
ち
」
っ
て
聞
か
さ
れ
�

て
い
た
の
で
、
や
ら
な
く
っ
ち
ゃ
っ
て
い
う
�

気
持
ち
は
秋
頃
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
で
も
冬
�

休
み
に
は
、
ま
だ
意
識
し
た
く
な
い
で
す
よ
�

ね
。
そ
れ
で
実
際
に
活
動
を
始
め
た
の
は
二
�

月
頃
か
ら
。
友
だ
ち
と
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
�

を
買
い
に
行
っ
て
合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
�

る
、
い
た
っ
て
普
通
の
活
動
で
す
ね
。
�

　
受
験
し
た
企
業
数
は
全
部
で
七
社
。
三
月
�

に
行
わ
れ
た
「
茨
城
リ
コ
ー
」
の
試
験
を
皮
�

切
り
に
次
々
と
試
験
が
始
ま
っ
て
、
「
関
彰
�

� ゼ�

自
分
が
や
っ
て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
、
就
職
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
�

� 沼
　
美
代
子
●
国
際
学
部
国
際
協
力
学
科（
茨
城
県
・
常
磐
大
学
高
／
旧
‥常
磐
女
子
高
出
身
）�

関
彰
商
事
株
式
会
社
内
定
�

�

き
な
い
か
も
…
」
っ
て
悩
み
ま
し
た
ね
。
で
�

も
、
そ
ん
な
時
に
は
友
達
と
互
い
に
グ
チ
を
�

言
い
合
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を
カ
ラ
オ
ケ
で
�

発
散
し
た
り
し
て
気
分
転
換
。
な
ん
と
か
元
�

気
を
取
り
戻
し
て
「
ま
だ
金
融
系
が
あ
る
」っ
�

て
次
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　「
茨
城
銀
行
」
は
四
月
末
に
一
次
が
あ
り
、�

問
題
は
全
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
「
サ
ン
バ
の
発
�

祥
地
は
？
」
と
い
っ
た
変
わ
っ
た
問
題
が
多
�

く
、
手
応
え
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
�

二
次
は
集
団
面
接
。
自
己
紹
介
と
、
「
最
近
�

気
に
な
る
ニ
ュ
ー
ス
は
？
」
な
ど
、
十
分
間
�

ほ
ど
で
あ
っ
さ
り
と
終
わ
っ
た
の
で
、
落
ち
�

た
か
な
ぁ
、
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
大
丈
�

夫
で
し
た
。
次
の
最
終
も
集
団
面
接
。
で
も
、
�

�

は
、
私
が
大
学
時
代
に
打
ち
込
ん
で
き
た
も
�

う
一
つ
の
こ
と
が
、
話
題
の
中
心
に
な
り
ま
�

し
た
。
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
で
の
活
動
。
私
は
、
�

サ
ー
ク
ル
活
動
で
「
Ｆ
Ｍ
ぱ
る
る
ん
」
の
パ
�

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
�

で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の
リ
ポ
ー
タ
ー
、
�

そ
し
て
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
の
番
組
で
�

総
合
司
会
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
�

は
就
職
活
動
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
私
に
と
っ
て
�

大
き
く
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
人
�

と
し
て
の
責
任
感
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�

力
を
養
え
た
の
も
、
そ
の
お
か
げ
で
す
ね
。
�

　
就
職
活
動
は
自
分
を
商
品
だ
と
思
っ
て
売
�

り
込
む
こ
と
。
み
な
さ
ん
も
自
分
に
自
信
を
�

持
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
！
�

�

大
津
　
恵
美
●
人
間
科
学
部
人
間
関
係
学
科
／
心
理
学
専
攻（
茨
城
県
・
常
磐
大
学
高
／
旧
‥常
磐
女
子
高
出
身
）�

株
式
会
社
村
田
製
作
所
内
定
�

�

���　
　
　
年
の
秋
に
学
内
で
あ
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
�

　
　
　
が
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
�

で
す
が
、
最
初
は
公
務
員
試
験
も
受
験
し
た
�

く
て
迷
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
公
務
員
と
�

一
般
企
業
を
両
立
し
て
受
験
す
る
の
は
難
し
�

い
と
聞
い
て
、
一
般
企
業
へ
の
就
職
活
動
を
�

始
め
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
以
前
か
ら
興
�

味
が
あ
っ
た
営
業
職
を
中
心
に
エ
ン
ト
リ
ー
�

し
、
三
月
に
な
る
と
次
々
と
一
次
試
験
が
始
�

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
頃
が
私
に
と
っ
て
は
一
�

番
の
ピ
ー
ク
で
し
た
ね
。
し
か
し
、
本
命
に
�

し
て
い
た
「
茨
城
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
」
は
落
ち
て
�

三�

ダ
メ
で
も
落
ち
込
ま
な
い
！
立
ち
直
っ
て
次
へ
進
む
。
�

大
橋
　
千
恵
●
人
間
科
学
部
組
織
管
理
学
科
（
茨
城
県
・
日
立
一
高
出
身
）
�

株
式
会
社
茨
城
銀
行
内
定
�

�
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�����企
業
対
策
と
し
て
は
標
準
的
な
動
き
な
の
で
�

す
が
、
福
祉
系
の
仕
事
で
は
か
な
り
早
か
っ
�

た
方
だ
と
思
い
ま
す
。
何
し
ろ
、
行
っ
た
先
�

で
「
登
録
は
四
年
の
春
か
ら
」
と
言
わ
れ
て
�

し
ま
っ
て
…
。
自
宅
で
集
め
て
い
た
求
人
に
�

も
応
募
を
か
け
始
め
て
い
た
ん
で
す
が
、
ど
�

れ
も
「
ま
だ
先
の
こ
と
だ
か
ら
」
と
い
っ
た
�

感
じ
で
受
け
付
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

こ
の
業
界
自
体
、
動
き
が
遅
い
の
か
も
知
れ
�

ま
せ
ん
ね
。
�

�����験
と
運
転
適
性
検
査
な
ど
で
す
。
二
次
試
験
�

が
行
わ
れ
た
の
は
六
月
の
最
初
で
し
た
。
内
�

容
は
作
文
と
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
�

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
ど
う
す
�

れ
ば
、
お
客
様
に
も
っ
と
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
�

提
供
で
き
る
か
」
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
う
も
�

の
。
私
は
立
候
補
し
て
、
司
会
を
務
め
た
ん
�

で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
積
極
性
も
大
事
で
す
よ
�

ね
。
そ
し
て
、
三
次
試
験
が
最
終
面
接
。
緊
�

張
し
て
う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
�

　
で
す
が
、
そ
う
し
た
中
で
、
卒
論
の
為
の
�

実
習
な
ら
受
け
付
け
て
く
れ
る
施
設
が
あ
っ
�

た
の
で
、
就
職
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
参
加
�

し
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、
実
際
に
体
験
し
�

て
み
る
こ
と
は
大
切
で
す
よ
ね
。
�

　
本
格
的
な
就
職
活
動
は
四
年
の
春
か
ら
で
�

し
た
。
ま
ず
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
人
材
�

セ
ン
タ
ー
に
登
録
。
そ
こ
で
「
ア
イ
リ
ス
コ
�

ー
ト
」
の
求
人
も
見
つ
け
た
ん
で
す
。「
ア
イ
�

リ
ス
コ
ー
ト
」
の
応
募
に
は
推
薦
状
が
必
要
�

だ
っ
た
た
め
、
社
協
に
お
願
い
し
て
書
い
て
�

い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
そ
れ
か
ら
、
試
験
が
行
な
わ
れ
た
の
が
六
�

月
後
半
。
事
前
に
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
�

て
小
論
文
を
書
き
、
持
参
し
ま
し
た
。
次
に
�

で
す
ね
」
っ
て
褒
め
て
い
た
だ
け
た
ん
で
す
�

よ
。
そ
し
て
六
月
の
末
に
は
無
事
内
定
を
い
�

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
就
職
活
動
を
振
り
返
る
と
、
や
っ
ぱ
り
厳
�

し
い
印
象
は
あ
り
ま
す
ね
。
で
も
私
の
場
合
�

は
一
社
に
絞
り
込
ん
で
頑
張
っ
た
の
が
良
か
�

っ
た
の
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
入
社
し
た
い
�

企
業
が
な
か
っ
た
ら
、
何
も
積
極
的
な
行
動
�

は
せ
ず
に
ダ
ラ
ダ
ラ
受
け
続
け
て
全
部
ダ
メ
�

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
っ
て
。
皆
さ
ん
の
中
�

に
は
、
働
き
た
い
企
業
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
�

い
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
し
っ
�

か
り
と
企
業
研
究
を
行
え
ば
、
自
分
に
あ
っ
�

た
企
業
が
見
つ
か
っ
て
や
り
た
い
こ
と
も
で
�

て
く
る
と
思
い
ま
す
よ
。
�

�
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part.2

���　
　
　
年
生
の
秋
、
十
月
頃
か
ら
少
し
ず
つ
�

　
　
　
就
職
を
意
識
し
始
め
ま
し
た
。
そ
し
�

て
具
体
的
に
活
動
を
開
始
し
た
の
は
二
月
。
�

で
も
す
で
に
そ
の
時
点
で
、
入
社
し
た
い
企
�

業
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
Ｊ
Ｒ
�

東
日
本
」
で
す
。
毎
日
利
用
し
て
い
る
駅
で
�

女
性
の
車
掌
さ
ん
を
見
か
け
た
と
き
「
カ
ッ
�

コ
良
い
な
」
っ
て
思
っ
た
の
が
、
直
接
の
志
�

望
動
機
。
単
純
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
憧
れ
�

っ
て
そ
う
い
う
も
ん
で
す
よ
ね
。
�

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
試
験
が
始
ま
っ
た
の
は
五
�

月
の
末
頃
。
内
容
は
国
語
と
数
学
の
筆
記
試
�

一�

一
社
に
絞
り
込
ん
だ
活
動
が
、
実
力
を
発
揮
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
！
�

�

効果的な就職活動で、勝利�
の二文字を手にした先輩た�
ち。さあ次はキミの番だ！�

高
輪
　
ち
は
る
●
短
期
大
学
経
営
情
報
学
科
（
茨
城
県
・
石
岡
商
業
高
出
身
）
�

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
内
定
�

（
J
R
東
日
本
）�

�

う
っ
て
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
面
接
官
の
�

方
が
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
話
か
け
て
く
だ
さ
�

っ
た
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
面
接
を
受
け
�

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
質
問
内
容
は
、
志
�

望
動
機
や
自
分
の
長
所
短
所
、
ま
た
企
業
選
�

び
の
基
準
な
ど
。
そ
れ
か
ら
、
私
は
水
戸
駅
�

に
一
時
間
ぐ
ら
い
立
っ
て
駅
員
の
仕
事
を
研
�

究
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
と
き
一
�

人
だ
け
違
う
色
の
制
服
を
着
た
人
が
い
て
、
�

お
客
様
に
対
応
し
た
り
小
さ
な
ご
み
を
拾
っ
�

た
り
し
て
い
た
。
後
で
調
べ
る
と
サ
ー
ビ
ス
�

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
�

が
「
活
動
中
に
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
�

と
は
？
」
っ
て
い
う
質
問
に
そ
の
話
を
す
る
�

と
、
「
良
く
勉
強
し
て
き
て
く
れ
た
み
た
い
�

�

�����ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
早
�

く
か
ら
社
会
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ
�

か
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
�

れ
に
、
第
一
線
で
働
い
て
い
る
専
門
家
た
ち
�

と
知
り
合
い
に
な
っ
て
お
く
こ
と
は
、
自
分
�

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
�

　
展
示
業
界
で
は
ト
ッ
プ
の
位
置
に
あ
る「
乃
�

村
工
藝
社
」
を
知
っ
た
の
も
、
そ
ん
な
活
動
�

を
し
て
い
た
か
ら
な
ん
で
す
。
こ
の
会
社
は
、
�

博
物
館
な
ど
の
文
化
施
設
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
�

��

���　
　
　
ま
就
職
難
だ
っ
て
い
う
こ
と
は
知
っ
�

　
　
　
て
い
た
の
で
、
一
年
生
の
頃
か
ら
、
�

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
情
報
は
集
め
て
い
�

ま
し
た
ね
。
で
き
る
だ
け
準
備
を
早
く
始
め
�

る
よ
う
に
、
ゼ
ミ
の
時
間
に
先
生
か
ら
細
か
�

く
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
�

と
も
あ
り
、
自
分
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
�

え
て
い
ま
し
た
。
�

　
そ
こ
で
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
い
ろ
ん
�

な
業
界
の
人
た
ち
と
会
う
こ
と
。
僕
が
所
属
�

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
は
、
学
外
で
�

の
活
動
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
る
の
で
、
さ
�

� い�

僕
に
と
っ
て
の
就
職
活
動
は
、
大
学
の
延
長
上
に
あ
る
も
の
で
し
た
。
�

浅
見
　
拓
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
学
科
（
埼
玉
県
・
豊
岡
高
出
身
）
�

株
式
会
社
乃
村
工
藝
社
内
定
�

は
、
真
っ
先
に
乃
村
工
藝
社
を
詳
し
く
調
べ
�

始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
�

を
使
っ
て
業
務
内
容
な
ど
を
把
握
し
て
い
く
�

う
ち
に
、
ど
う
し
て
も
こ
こ
で
働
き
た
い
っ
�

て
思
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
�

　
最
初
か
ら
一
本
に
絞
り
込
ん
で
い
た
の
で
、
�

企
業
の
合
同
説
明
会
に
も
一
回
も
参
加
し
な
�

か
っ
た
で
す
ね
。
も
ち
ろ
ん
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
�

は
あ
り
ま
し
た
。
落
ち
た
ら
後
が
あ
り
ま
せ
�

ん
か
ら（
笑
）。�

　
僕
に
と
っ
て
就
職
と
は
、
あ
く
ま
で
も
大
�

学
で
の
生
活
や
学
ん
だ
こ
と
の
延
長
線
上
に
�

あ
る
も
の
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
楽
し
く
�

て
た
め
に
な
る
就
職
活
動
で
し
た
ね
。
�

���　
　
　
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
は
、
今
年
が
�

　
　
　
初
の
就
職
活
動
を
迎
え
る
年
。
ア
ド
�

バ
イ
ス
を
く
れ
る
先
輩
方
の
い
な
い
中
、
私
�

た
ち
は
就
職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
就
職
課
�

へ
も
足
を
運
ん
だ
の
で
す
が
、
出
て
い
る
求
�

人
は
一
般
企
業
が
メ
イ
ン
。
私
は
入
学
し
た
�

と
き
か
ら
福
祉
関
係
の
仕
事
を
し
よ
う
と
決
�

め
て
い
た
の
で
、
こ
れ
は
も
う
「
自
分
で
探
�

そ
う
！
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
ね
。
�

　
こ
う
し
た
気
持
ち
が
、
早
め
の
行
動
に
表
�

れ
た
み
た
い
で
す
。
最
初
に
行
っ
た
『
福
祉
�

就
職
面
接
会
』
が
三
年
生
の
十
二
月
。
一
般
�

� ゼ�

平
塚
　
恭
子
●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
学
科
（
茨
城
県
・
下
館
二
高
出
身
）
�

社
会
福
祉
法
人
二
季
会
�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ア
イ
リ
ス
コ
ー
ト
内
定
�

� 自
分
の
夢
を
叶
え
る
た
め
、
積
極
的
な
就
職
活
動
を
展
開
！
�

�

待
っ
て
い
る
の
は
面
接
。
試
験
官
三
人
の
方
�

に
、
履
歴
書
の
内
容
や
志
望
動
機
な
ど
三
十
�

分
ほ
ど
聞
か
れ
ま
し
た
。
手
ご
た
え
を
感
じ
�

る
こ
と
が
で
き
ず
、
心
配
を
し
て
い
た
ん
で
�

す
が
、
六
月
末
に
内
定
通
知
が
届
き
ま
し
た
。
�

　
全
体
的
に
福
祉
関
係
の
就
職
活
動
は
ゆ
っ
�

く
り
の
よ
う
で
す
。
で
も
私
は
「
ど
う
し
て
�

も
福
祉
に
行
き
た
い
！
」
と
い
う
想
い
が
あ
�

っ
た
の
で
、
積
極
的
に
動
け
ま
し
た
。
こ
れ
�

か
ら
は
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
と
っ
て
、
生
�

活
相
談
員
と
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
�

た
い
と
思
い
ま
す
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
ほ
�

か
の
分
野
に
比
べ
て
情
報
が
少
な
い
こ
と
も
�

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
就
職
活
動
�

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
�

�

の
商
用
施
設
、
そ
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
�

ト
会
場
で
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
�

ラ
ン
を
提
案
す
る
企
業
。
一
般
の
人
た
ち
に
�

は
ま
っ
た
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
な
い
の
で
、
普
通
�

に
就
職
活
動
を
し
て
い
た
ん
じ
ゃ
、
な
か
な
�

か
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
僕
自
身
、
日
本
ミ
�

ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
で
行
わ
れ
�

た
大
会
に
先
生
の
お
手
伝
い
で
参
加
す
る
ま
�

で
、
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
�

日
本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
は
、
�

文
化
環
境
研
究
所
（
乃
村
工
藝
社
内
）
に
事
�

務
局
を
置
い
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
間
近
�

で
見
て
興
味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
�

出
会
い
は
二
年
生
の
と
き
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
�

就
職
を
具
体
的
に
考
え
始
め
た
三
年
の
夏
に
�
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在
、
学
生
の
就
職
意
識
の
向
�

　
　
　
上
や
社
会
人
へ
の
ス
ム
ー
ズ
�

な
移
行
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
�

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
注
目
を
�

集
め
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
、
短
期
�

大
学
で
も
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
�

を
導
入
。
十
名
の
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
�

な
企
業
で
就
業
経
験
を
し
た
。
�

　
短
期
大
学
は
以
前
よ
り
こ
の
イ
ン
�

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
今
�

年
で
三
年
目
。
こ
れ
ま
で
は
経
営
情
�

報
学
科
で
起
業
家
ゼ
ミ
を
選
択
し
た
�

学
生
の
希
望
者
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
�

ッ
プ
の
経
験
を
起
業
計
画
に
活
か
し
�

て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
�

　
し
か
し
今
回
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
養
�

学
科
の
開
設
に
と
も
な
い
、
イ
ン
タ
�

ー
ン
シ
ッ
プ
の
経
験
を
キ
ャ
リ
ア
形
�

成
に
活
か
す
目
的
で
実
施
。
以
前
よ
�

り
広
い
範
囲
か
ら
希
望
者
を
募
っ
た
。
�

　
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
一
年
�

の
田
　
理
枝
さ
ん
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
�

ッ
プ
に
参
加
し
た
一
人
。
将
来
、
事
�

務
系
の
仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
、
�

�����������る
「
企
画
局
」
と
参
加
団
体
の
取
り
ま
と
�

め
な
ど
を
行
う
「
管
理
局
」、
そ
し
て
学
内
�

外
で
の
宣
伝
活
動
を
行
う
「
広
報
局
」
に
�

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
年
に
行
わ
れ
�

る
学
園
祭
に
向
け
た
活
動
を
展
開
す
る
。
�

活
動
の
サ
イ
ク
ル
は
、
学
園
祭
が
終
了
と
�

同
時
に
反
省
会
を
行
い
、
翌
年
に
は
三
年
�

生
が
引
退
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
一
、
�

二
年
生
に
よ
る
新
体
制
が
発
足
。
毎
週
木
�

曜
日
に
は
定
例
会
を
開
き
、
各
局
の
活
動
�

報
告
な
ど
を
行
う
。
�

　
委
員
会
と
言
っ
て
も
普
通
の
サ
ー
ク
ル
�

と
同
様
、
と
て
も
家
族
的
な
雰
囲
気
で
誰
�

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。
�

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
今
年
「
と
き
わ
�

　
　
　
　
　
　
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
の
は
�

　
　
　
　
　
　
十
一
月
一
日
、
二
日
。
テ
�

　
　
　
　
　
　
ー
マ
は
「
弾
〜
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ�

　
　
　
　
　
　
ｔ
　
Ｔ
ｈ
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
〜
」
。
�

　
　
　
　
　
　
久
し
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
コ
�

　
　
　
　
　
　
ン
サ
ー
ト
や
子
供
た
ち
が
�

　
　
　
　
　
　
楽
し
め
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ー
な
ど
も
企
画
さ
れ
、
�

　
　
　
　
　
　
見
所
も
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
�

　
　
　
　
　
　
委
員
長
の
人
間
科
学
部
・
�

　
　
　
　
　
　
人
間
関
係
学
科
三
年
の
塩
�

　
　
　
　
　
　
竃
浩
司
さ
ん
は
「
今
年
の
�

　
　
　
　
　
　
学
園
祭
は
大
き
な
イ
ベ
ン
�

　
　
　
　
　
　
ト
が
目
白
押
し
で
、
誰
も
�

　
　
　
　
　
　
が
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
�

　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
期
待
�

　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
自
�

　
　
　
　
　
　
信
の
ほ
ど
を
覗
か
せ
た
。
�

���

C
ir

cl
e

 F
la

s
h

!

サークル紹介�

第14回�

ときわ祭実行委員会�

　
キ
ャ
ン
パ
ス
で
年
間
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
�

と
言
え
ば
「
と
き
わ
祭（
学
園
祭
）」
を
あ
�

げ
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
今
回
は
、
そ
ん
�

な
と
き
わ
祭
を
開
催
す
る
仕
掛
け
人
た
ち
�

「
と
き
わ
祭
実
行
委
員
会
」
を
紹
介
す
る
。�

　
こ
の
委
員
会
は
他
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
と
�

は
少
し
形
態
が
違
い
、
毎
年
新
し
い
体
制
�

で
生
ま
れ
変
わ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
�

言
え
ば
今
回
紹
介
す
る
の
は
「
第
二
十
一
�

期
と
き
わ
祭
実
行
委
員
会
」。
現
在
の
委
�

員
数
は
約
五
十
名
で
、
そ
の
半
数
以
上
を
�

一
年
生
が
占
め
て
い
る
。
組
織
は
す
べ
て
�

を
統
括
す
る
「
本
部
」
の
他
に
、
ス
テ
ー
�

ジ
や
グ
ラ
ン
ド
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
�

➡
黄
門
ま
つ
り
に
参
加
し
「
と
き
わ
祭
」
を
Ｐ
Ｒ�

�

⬆黄門まつりで親睦を深める委員たち�

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　
　
�

������　
 
白
十
字
総
合
病
院
で
医
療
事
務
の
仕
�

　
　
事
を
経
験
し
て
き
た
。
�

　
　
　「
最
初
は
特
に
医
療
事
務
を
希
望
�

　
　
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
�

　
　
た
だ
受
け
入
れ
企
業
の
職
種
に
事
務
�

　
　
系
の
仕
事
が
少
な
か
っ
た
の
と
、
医
�

　
　
療
と
い
う
特
殊
な
事
務
を
経
験
で
き
�

　
　
る
の
は
こ
の
機
会
し
か
な
い
と
思
っ
�

　
　
て
応
募
し
ま
し
た
。
働
い
て
み
て
の
�

　
　
率
直
な
感
想
は
、
社
会
人
と
し
て
働
�

　
　
く
の
は
本
当
に
大
変
だ
な
っ
て
こ
と
。
�

　
　
ま
だ
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
な
の
�

　
　
で
、
認
識
が
甘
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
�

　
　
ま
す
。
実
際
に
働
い
て
い
る
人
た
ち
�

　
　
を
現
場
で
間
近
に
見
る
と
、
そ
の
責
�

　
　
任
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
私
の
�

　
　
仕
事
自
体
は
簡
単
な
も
の
だ
っ
た
ん
�

　
　
で
す
が
、
今
後
に
つ
な
が
る
貴
重
な
�

　
　
経
験
で
し
た
」
と
、
語
っ
て
い
た
。
�

　
　
　
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
�

　
　
期
間
は
二
週
間
。
短
い
時
間
で
は
あ
�

　
　
る
が
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
に
結
び
付
�

　
　
く
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
毎
年
�

　
　
続
け
て
い
く
計
画
だ
。
�

�　
　
　
校
生
た
ち
に
常
磐
大
学
・
常
磐
短
期
�

　
　
　
大
学
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
第
二
回
�

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
イ
ベ
ン
ト
型
）
」
が
、
�

七
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
オ
�

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
例
年
通
り
レ
ス
ポ
ン
�

ス
は
良
好
。
午
前
九
時
三
十
分
の
受
け
付
け
�

開
始
時
間
に
は
、
県
内
外
の
高
校
生
た
ち
が
�

長
い
列
を
作
り
、
最
終
的
に
は
約
一
三
〇
〇
�

名
の
参
加
者
を
集
め
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
�

と
な
っ
た
。
�

　
今
回
の
企
画
は
素
顔
の
大
学
を
高
校
生
た
�

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
に
公
開
し
、
キ
ャ
ン
�

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ス
の
雰
囲
気
を
伝
え
�

　
　
　
　
　
　
　
　
る
イ
ベ
ン
ト
型
の
オ
ー
�

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
。
施
設
見
学
を
サ
ポ
ー
ト
�

す
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
ゼ
ミ
の
研
究
発
表
、
�

そ
し
て
、
各
学
部
の
特
徴
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
�

����　
　
　
学
の
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
献
血
活
�

　
　
　
動
継
続
が
日
本
赤
十
字
社
に
認
め
ら
�

れ
、
七
月
十
日
に
行
わ
れ
た
「
第
三
十
九
回
�

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
」
�

に
お
い
て
、
常
磐
大
学
・
常
�

磐
短
期
大
学
が
金
色
有
功
章
�

を
授
与
さ
れ
た
。
こ
の
金
色
�

有
功
章
は
全
国
で
一
七
三
一
�

件
の
個
人
お
よ
び
団
体
に
授
�

与
さ
れ
、
茨
城
県
で
は
十
六
�

�

�ま
な
企
画
が
、
高
校
生
た
ち
の
心
を
つ
か
ん
�

で
い
た
。
ま
た
、
大
学
の
講
義
を
疑
似
体
験
�

す
る
模
擬
授
業
へ
の
関
心
も
高
く
、
人
気
の
�

あ
る
講
座
で
は
、
満
席
に
な
る
教
室
も
少
な
�

く
な
か
っ
た
。
�

　
ま
た
今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
�

学
生
特
別
企
画
と
し
て
常
磐
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
�

委
員
会
主
催
に
よ
る
「
お
悩
み
解
決
、
現
役
�

学
生
と
の
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
　
ｔ
ｏ
　
ｆ
ａ
ｃ
ｅ
」
を
開
�

催
。
現
役
学
生
と
の
本
音
ト
ー
ク
は
、
入
試
�

前
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
抱
え
た
高
校
生
た
�

ち
に
好
評
だ
っ
た
。
�

　
水
戸
市
内
か
ら
参
加
し
た
女
子
高
校
生
は
�

「
以
前
か
ら
福
祉
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
』
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
」
�

と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。
�

�

●短期大学・キャリア教養学科１年 田　　理枝 さん�

本� 高�

現�

⬆一日の仕事の記録も報告する�
�

高校生たちのパソコンに対する関心は高い�

�

体験を重視したコミュニティアドベンチャー�

�

受け付け開始と同時に受付は満席状態に�

�

明るい雰囲気に笑顔がこぼれる高校生たち�

�

⬆
日
本
赤
十
字
社
よ
り�

　
贈
ら
れ
た
記
念
の
盾�

�件
が
受
賞
。
学
生
、
教
職
員
の
善
意
が
あ
っ
�

て
受
賞
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
彰
式
は
�

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
�

催
さ
れ
た
。
�

　
当
日
は
、
日
本
赤
十
字
社
名
誉
副
総
裁
で
�

あ
る
皇
太
子
殿
下
、
皇
太
子
妃
殿
下
の
ご
臨
�

　
　
　
　
　
席
も
賜
わ
り
盛
大
な
催
し
と
な
�

　
　
　
　
　
っ
た
。
�

�
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ア
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
を
育
成
し
て
い
�

る
。
し
か
し
Ｉ
Ｔ
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
言
�

っ
て
も
、
な
か
な
か
全
体
を
把
握
で
き
な
い
。�

　「
Ｉ
Ｔ
の
分
野
は
大
き
く
分
け
る
と
二
つ
�

あ
り
ま
す
。
一
つ
は
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
て
社
会
�

や
企
業
全
体
を
使
い
や
す
く
便
利
に
す
る
シ
�

ス
テ
ム
。
例
え
ば
、
ｅ
―

ビ
ジ
ネ
ス
と
呼
ば
れ
�

る
企
業
シ
ス
テ
ム
や
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
�

れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
人
と
人
と
を
�

つ
な
ぐ
ｅ
―

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
シ
�

ス
テ
ム
作
り
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
ア
プ
�

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
Ｉ
Ｔ
機
器
を
用
い
�

た
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
で
す
」�

　
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
�

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
な
ど
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
�

情
報
の
内
容
、
つ
ま
り
作
品
の
こ
と
だ
。�

　「
ひ
と
く
ち
に
コ
ン
テ
ン
ツ
と
言
っ
て
も
、�

そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
は
、
絵
や
写
真
、
文
�

章
を
は
じ
め
、
サ
ウ
ン
ド
、
ム
ー
ビ
ー
、
Ｃ
�

Ｇ
映
像
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
つ
ま
り
コ
ン
�

テ
ン
ツ
づ
く
り
は
、
個
別
の
素
材
を
制
作
す
�

る
技
術
と
、
そ
れ
を
う
ま
く
ま
と
め
あ
げ
る
�

技
術
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
」�

　
そ
こ
で
、
来
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
人
�

間
科
学
部
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
�

『
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
コ
ー
ス
』
で
は
、
Ｉ
Ｔ
技
�

術
を
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
二
つ
�

の
領
域
か
ら
学
べ
る
授
業
を
展
開
す
る
。�

�

���　
自
分
の
ア
イ
デ
ア
や
セ
ン
ス
を
自
由
に
カ
�

タ
チ
に
す
る
上
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ほ
ど
強
�

力
な
道
具
は
他
に
な
い
。
事
実
、
ホ
ー
ム
ペ
�

ー
ジ
や
広
告
宣
伝
は
も
ち
ろ
ん
、
雑
誌
編
集
、�

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
音
楽
制
作
の
現
場
ま
で
、�

い
ま
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
抜
き
に
は
成
立
し
な
�

い
の
が
現
状
だ
。�

　「
つ
ま
り
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
は
、
い
ま
デ
�

ジ
タ
ル
革
命
が
起
き
て
い
る
ん
で
す
。
こ
れ
�

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
多
く
の
時
間
�

を
費
や
し
て
き
た
創
造
的
な
作
業
が
、
コ
ン
�

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
瞬
時
に
処
理
で
き
る
よ
�

う
に
な
っ
て
い
ま
す
」�

　
阿
部
先
生
は
、
こ
う
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
�

�

　「
み
な
さ
ん
も
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
っ
て
�

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
�

す
。
こ
れ
が
普
及
し
た
お
陰
で
私
た
ち
は
音
�

楽
や
動
画
な
ど
を
ス
ト
レ
ス
な
く
楽
し
む
こ
�

と
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
ま
だ
一
部
の
企
�

業
で
し
か
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
�

　
現
在
は
、
社
員
が
自
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

を
立
ち
上
げ
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。
し
か
�

し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
視
野
に
入
れ
た
も
�

の
と
な
る
と
、
専
門
家
の
技
術
が
必
要
だ
。
�

　「
そ
こ
で
、
ま
ず
第
一
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
�

ド
を
活
用
し
て
人
の
五
感
に
訴
え
る
メ
デ
ィ
�

ア
表
現
力
を
養
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
�

ま
り
、
動
画
や
音
楽
を
駆
使
し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
�

ー
ジ
の
制
作
。
こ
の
よ
う
な
技
術
を
持
っ
て
�

い
れ
ば
、
将
来
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
�

躍
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
企
業
か
ら
�

の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
」
�

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
分
野
が
、
社
会
や
企
�

業
を
さ
ら
に
快
適
に
す
る
シ
ス
テ
ム
作
り
だ
。
�

　「
Ｉ
Ｔ
の
大
き
な
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
�

新
し
い
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
�

の
た
め
に
必
要
と
な
る
の
が
、
社
会
や
企
業
�

が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
能
力
で
す
。
問
�

題
を
発
見
し
、
分
析
し
、
そ
し
て
シ
ス
テ
ム
�

化
す
る
。
こ
う
し
た
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
、
�

��

産
業
界
や
社
会
の
中
で
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
�

タ
ー
的
役
割
を
担
っ
て
い
く
の
で
す
」
�

　
専
門
的
な
分
野
だ
け
に
、
数
学
や
物
理
な
�

ど
、
理
系
の
知
識
が
重
要
か
と
い
う
と
、
決
�

し
て
そ
う
で
は
な
い
と
阿
部
先
生
は
言
う
。
�

　「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
技
術
で
は
な
く
体
力
。�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
前
に
座
る
時
間
が
長
い
ほ
�

ど
、
誰
で
も
身
に
付
け
ら
れ
る
の
が
コ
ン
ピ
�

ュ
ー
タ
の
特
徴
で
す
。
自
動
車
と
同
じ
よ
う
�

に
メ
カ
は
知
ら
な
く
て
も
動
か
せ
る
わ
け
で
、
�

理
系
の
知
識
は
特
に
必
要
な
い
ん
で
す
」
�

　
こ
の
『
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
コ
ー
ス
』
の
単
�

位
を
取
得
す
れ
ば
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
�

実
務
士
（
売
り
込
み
た
い
企
画
を
効
果
的
に
�

説
得
す
る
た
め
の
技
法
）
』
『
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
�

イ
ン
実
務
士
』
の
二
つ
の
資
格
を
取
得
で
き
�

る
の
も
、
大
き
な
特
色
と
な
っ
て
い
る
。
�

����　
Ｉ
Ｔ
社
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
デ
ジ
タ
ル
化
�

と
ス
ピ
ー
ド
化
を
加
速
さ
せ
て
い
く
傾
向
に
�

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
�

に
求
め
ら
れ
る
の
が
、
人
間
心
理
学
や
コ
ミ
�

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
理
論
に
裏
付
け
ら
れ
た
パ
�

ー
ソ
ナ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
だ
。
�

　「
そ
の
基
本
を
受
け
持
つ
の
が
、
も
う
一
�

つ
設
置
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
コ
�

ー
ス
。
こ
こ
で
は
心
理
学
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
�

シ
ョ
ン
学
な
ど
か
ら
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
�

を
学
び
ま
す
。
つ
ま
り
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
�

ョ
ン
学
コ
ー
ス
』
は
理
論
、『
メ
デ
ィ
ア
表
現
�

学
コ
ー
ス
』
は
実
践
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
�

理
論
と
実
践
は
車
の
両
輪
と
同
じ
で
、
ど
ち
�

ら
が
欠
け
て
も
社
会
に
役
立
た
な
い
の
で
す
」
�

　
理
論
と
実
践
を
兼
ね
備
え
て
い
る
事
が
コ
�

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
最
大
の
強
み
だ
。
�

　「
高
校
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
習
い
ま
す
�

が
、
も
っ
と
続
き
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
�

る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
二
つ
�

の
コ
ー
ス
で
、
そ
ん
な
み
な
さ
ん
に
一
歩
進
�

ん
だ
メ
デ
ィ
ア
表
現
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い
�

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
興
味
が
あ
る
こ
�

と
、
面
白
い
と
思
え
る
こ
と
を
学
ぶ
事
が
大
�

学
の
学
問
で
す
か
ら
」
�

平成15年9月27日（土）�
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本
学
で
も
、
今
年
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
�

興
学
部
」
の
一
期
生
が
就
職
活
動
を
迎
え
た
。
�

そ
れ
ぞ
れ
に
社
会
人
と
し
て
の
切
符
を
手
に
�

す
る
、
ま
さ
に
収
穫
の
年
だ
。
�

　
ま
た
、
社
会
の
要
請
に
応
え
て
本
学
大
学
�

院
に
設
置
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
�

研
究
科
」
も
、
今
後
、
大
き
な
収
穫
が
望
ま
�

れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
�

　
秋
は
就
職
活
動
が
始
ま
る
季
節
。
採
用
試
�

験
を
来
春
に
控
え
た
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
�

ぜ
ひ
実
り
の
多
い
活
動
を
期
待
し
た
い
。
�

　
今
年
は
、
近
年
ま
れ
に
�

見
る
冷
夏
だ
っ
た
。
寒
い
�

と
感
じ
る
日
も
幾
日
か
あ
り
、
秋
の
収
穫
に
�

影
響
が
で
な
い
か
心
配
さ
れ
て
い
る
。
�

　
収
穫
と
い
え
ば
、
別
の
世
界
で
は
こ
の
夏
�

多
く
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
�

の
世
界
。
水
泳
、
陸
上
、
柔
道
と
相
次
い
で
�

行
わ
れ
た
世
界
大
会
で
、
日
本
人
選
手
の
メ
�

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
�

�

■
人
間
科
学
部
　
阿
部 
昌
信
教
授
に
聞
く�

●
阿
部
ゼ
ミ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
！

●天文学に関するパネルも展示された�

●
中
村
正
之
・
助
教
授
に
よ
る
天
体
講
座
�

●
火
星
は
最
も
離
れ
て
い
る
と
き
�

　
の
約
七
倍
の
大
き
さ
に
見
え
る
�

�

http：//www.tokiwa.ac.jp/̃abe/int1explo.html

���　
　
 
星
の
大
接
近
が
夏
の
夜
の
話
題
�

　
　
　
と
な
る
中
、
常
磐
大
学
生
涯
学
�

習
セ
ン
タ
ー
は
夏
休
み
特
別
企
画
と
し
�

て
「
大
接
近
中
の
火
星
を
見
よ
う
！
」
�

を
八
月
十
八
日
夜
に
開
催
し
た
。
�

　
火
星
の
大
接
近
と
は
、
地
球
と
火
星
�

の
公
転
の
差
か
ら
生
じ
る
現
象
で
、
地
�

球
の
三
六
五
日
周
期
に
対
し
て
火
星
は
�

六
八
七
日
。
つ
ま
り
地
球
は
火
星
の
内
�

側
を
二
年
二
カ
月
ご
と
に
追
い
付
き
、
�

追
い
越
す
こ
と
と
な
る
。
こ
の
と
き
の
�

接
近
は
公
転
の
中
心
の
ず
れ
か
ら
小
接
�

近
と
大
接
近
と
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
を
�

約
十
五
年
か
ら
十
七
年
ご
と
に
繰
り
返
�

し
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
二
〇
〇
三
年
�

火�

������������の
接
近
は
そ
の
大
接
近
に
あ
た
り
、
し
�

か
も
詳
し
い
計
算
で
は
、
五
万
七
〇
〇
�

〇
年
ぶ
り
の
超
大
接
近
。
今
年
と
同
様
�

の
大
接
近
が
起
こ
る
の
は
、
二
二
八
七
�

年
の
こ
と
だ
と
い
う
。
�

　
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
ま
い
と
同
講
�

座
に
は
、
親
子
約
七
十
人
が
参
加
。
し
�

か
し
、
同
夜
は
厚
い
雲
が
空
を
覆
う
あ
�

い
に
く
の
空
模
様
で
、
予
定
さ
れ
て
い
�

た
天
体
観
測
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
�

た
。
代
わ
っ
て
行
わ
れ
た
の
が
、コ
ミ
ュ
�

ニ
テ
ィ
振
興
学
部
の
中
村
正
之
・
助
教
�

授
を
講
師
と
す
る
火
星
の
接
近
に
つ
い
�

て
の
解
説
や
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
夏
�

の
星
座
の
話
。
参
加
者
は
「
残
念
だ
け
�

れ
ど
月
や
星
の
話
は
非
常
に
興
味
深
く
、
�

と
て
も
楽
し
め
た
」
と
、
明
る
い
表
情
�

で
語
っ
て
い
た
。
�

　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
�

　
　
　
　
今
後
も
天
体
観
測
講
座
を
開
�

　
　
　
　
催
し
て
い
く
予
定
。
�


